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１ 火 安全指導・点検 水泳指導始(プール開き) ▲ 

２ 水 B時程４時間 ▲ 

３ 木 尿検査（３次） ▲ 

４ 金  ▲ 

５ 土 
土曜授業日 相談日 

道徳授業地区公開講座(６月Aグループ) 

▲ 

６ 日 校庭開放午後なし ▲ 

７ 月 全校朝会 体力調査始 あいさつ週間 始 ▲ 

８ 火 体力調査終 ▲ 

９ 水 B時程４時間 ▲ 

１０ 木 体育朝会 ▲ 

１１ 金                          終 ▲ 

１２ 土 校庭開放午後なし ▲ 

１３ 日 校庭開放午後なし ▲ 

１４ 月 全校朝会 避難訓練(朝会時) クラブ活動 ▲ 

１５ 火 脊柱側弯症検診(５年) ▲ 

１６ 水 Ｂ時程５時間  ▲ 

１７ 木 集会 ▲ 

１８ 金 通常時程５時間授業 ▲ 

１９ 土 
土曜授業日 相談日 

道徳授業地区公開講座(６月Bグループ) 

▲ 

２０ 日 校庭開放午後なし ▲ 

２１ 月 
全校朝会 

歯科検診(４、６年) 

▲ 

２２ 火 歯科検診(１、３年) ▲ 

２３ 水 B時程５時間 ▲ 

２４ 木 B時程６時間 歯科検診(２、５年) ▲ 

２５ 金 教育実習終 ▲ 

２６ 土 校庭開放午後なし ▲ 

２７ 日 校庭開放午後なし ▲ 

２８ 月 全校朝会 避難訓練予備日 巡回相談 ▲ 

２９ 火  ▲ 

３０ 水 B時程５時間 定期健康診断終 ▲ 

▲は放課後遊びなし、〇はありです。       

 

ダチョウ抗体 

               校長 齋藤 恵 

毎日マスクを着けて生活することが、今では私たちに
とっての日常になりました。マスクにも不織布やガーゼ、
布など色々な形や種類があります。感染拡大防止、そし
て収束のためにはまだまだ外せないアイテムです。 

数年前からでしょうか。メディアなどでも緑色の小さ
なダチョウのロゴがプリントされたマスク『ダチョウ抗
体マスク』が話題になっています。すでにお使いの方が
いらっしゃるかもしれません。 

ダチョウが作り出す抗体は、ウイルスやバクテリア等
の病原体等の活性化を抑制する能力が非常に高いのだそ
うです。ダチョウの卵から抗体を取り出し、感染症予防
に寄与する研究で注目されてきたのは、京都府立大学の
塚本康浩学長です。獣医師でもある塚本学長は、ダチョ
ウの卵から新型コロナウイルスの抗体を抽出し、ウイル
スを不活性化する抗体成分を染み込ませたマスクやスプ
レーを開発し、商品化しました。 

塚本学長は、もともと小さい頃から鳥が好きで、たく
さんの種類の鳥を飼っていました。子供の頃に可愛がっ
ていた桜文鳥を死なせてしまったことがきっかけで獣医
の道を志したそうです。そして、いつしか鳥の中でもダ
チョウの魅力に夢中になり、ダチョウ牧場の主治医にな
りました。現在、大学の部屋の中には塚本学長が治療し
た何羽もの鳥たちが飛び交っており、大学構内では経営
難の牧場から引き取った５０羽のダチョウが飼育されて
いるそうです。 

ダチョウの脳はその眼球よりも小さく、飼育している
塚本学長の顔もすぐに忘れ、攻撃さえしてくるとか。し
かし、大きな体に２本の丈夫な足を持ち、時速６０㎞で
１時間以上走ることができるといいます。視力はなんと
２０以上、４０ｍ先を歩いているアリが見えるというこ
とです。そんな優れた能力をもったダチョウに憧れた塚
本学長の気持ちがわかるような気がします。 

しかも、ダチョウは怪我をしてもすぐに治り、病気か
かることも少なく、６０年も長生きすることがわかって
います。その驚異的な免疫力、回復力が感染症に強いの
ではないか、ということに塚本学長は気付きます。そし
て、そこからダチョウ抗体の研究を始めたのです。 

ダチョウの卵はニワトリの卵の約２０～２５倍。とす
ると、そこからは大量の抗体が取り出せることになりま
す。これまでの研究が、花粉症、インフルエンザ、エボ
ラ出血熱等ウイルスに打ち勝ってきたように、将来的に
多くの人の命を救う有効な手立てになることを期待せず
にはいられません。 

現在、塚本学長は、新型コロナウイルス感染予防を考
えて、ダチョウ抗体を混ぜたキャンディを作り、海外の
ボランティアと協力し、十分な医療が受けられない地域
の子供たちに配布する活動を行っているそうです。「キャ
ンディなら簡単に口に入れられるから。」鳥に対してだけ
でなく、人に対しても愛のある人物だと感じたのは、オ
カメインコを飼っている私の個人的な感想です。 

 

６月の生活指導目標 

「健康で安全な生活をしましょう」 

                          生活指導部 北原 有子  

６月は季節の変わり目となり、体調を崩しやすい時 

期でもあります。調節しやすい服装を心がける、ハン
カチ・タオルで汗を拭くなどご家庭でも声掛けをお願
いします。また梅雨に入ると校内が滑りやすくなりま
す。教室、オープン、階段やピロティでの過ごし方を
各学級でもう一度確認し、安全に生活できるよう努め
て参ります。 

 そして６月は触れ合い月間です。いじめの未然防

止・早期発見のためにも、気になることがあれば、い

つでも学校にご連絡ください。 
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